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Ⅰ新技術の解説

１要旨

(1) 育成経過

「ふくあや香（福島５号）」は、1996年に福島県農業試験場において、「大鈴」、「アイベリー」、
「Chandler」を素材とする選抜系統に、「さちのか」、「章姫」を素材とする選抜系統を交配し、育成
された品種である。

(2) 特性概要

「ふくあや香（福島５号）」は、開花期、収穫期が遅く、草勢が強く、果形が円錐で、花房当たりの花
数が少ない、促成栽培および半促成栽培に向く品種である。収量性、商品化率が「女峰」より高
く、平均果重も重い。糖度、酸度は「女峰」より高く、食味が良好である。

２ 期待される効果

 厳寒期に草勢が落ちないこと、花数が少なく、収量性が高く、平均果重が重いため、既存品種と比
較して栽培管理、収穫・調製作業の省力・低コスト化が期待できる。

３ 適用範囲

 県内全てのイチゴ栽培地帯

４ 普及上の留意点

 炭そ病の発生は「女峰」並であるため、育苗期からの防除を徹底する。
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